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〔表〕　ＪＡコンプライアンス 3級　業態別成績一覧表
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認 定 率（％）
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91.77
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94.44
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平 均 点（点） 78.67 0.00 0.00 0.00 78.00 0.00 70.81 0.00 78.00 0.00 0.00 77.06 70.95

年　　齢（歳） 30.3 0.0 0.0 0.0 49.0 0.0 39.3 0.0 37.0 0.0 0.0 37.6 39.2

勤続年数（年） 6.7 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 15.6 0.0 0.0 0.0 0.0 16.2 15.6

※　認定基準は60点（以上）です。表中の平均点・年齢・勤続年数は受験者の数値です。

コンプライアンス・オフィサー認定試験　成績結果

　去る 3月 3日（日）に実施いたしました第46回
コンプライアンス・オフィサー認定試験の成績結
果がまとまりましたのでご報告いたします。

●ＪＡコンプライアンス 3級
　成績結果は〔表〕のとおりです。
　応募者数1,869名中受験者は1,767名で、認定者
は1,623名でした。認定率は91.85％、平均点は
70.95点となっています。前回の認定率は86.80％
でしたので、前回に引き続き良好な結果となって
います。
　正解率が30％を下回った問題は、〔問－ ８〕未
成年者との取引、〔問－24〕適合性の原則、〔問－
46〕農協が行える事業、の ３問でした。
　今回も前回同様、新しい論点を交えつつも、通
信講座テキストや問題解説集を学習していれば対

応できる問題が中心でした。低い正解率となった
問題は過去に出題したテーマもありましたが、難
度の高い論点から出題したことが原因と考えられ
ます。また、過去に出題されたテーマの問題が多
く出題され、その大半は高めの正解率となってい
ました。このことから受験者の方々は勉強の際、
体系的に学べる通信講座テキストや過去の出題の
傾向を学べる問題解説集でしっかり学習されるこ
とが肝要です。
　なお〔問－24〕でその理解度を求めた金融商品
販売法は、重要事項の説明をしなかったり、断定
的判断の提供等を行ったりした場合、これによっ
て生じた損害を賠償する責めを負う、と規定して
います。ただし、取消しや刑事罰の規定はされて
いません。
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Vol.5コンプライアンス雑記連載

令和時代のコンプライアンス

〔2019年10月実施〕コンプライアンス・オフィサー認定試験のご案内
実 施 日 願書受付期間 実　施　種　目 出題形式 実施時間 受験料

2019年
10月27日㈰

2019年
8 月20日㈫
～ 9月10日㈫
必　着

金融コンプライアンス・
オフィサー 1級 記述式 13：30～16：30

（180分）
6,480円
（税込）

金融コンプライアンス・
オフィサー 2級 四答択一マー

クシート式
10：00～12：30
（150分）

4,320円
（税込）保険コンプライアンス・

オフィサー 2級

金融AMLオフィサー
[実践] 三答択一マー

クシート式
10：00～11：30
（90分）

4,320円
（税込）

金融AMLオフィサー
[基本]

3,780円
（税込）

第48回

�

　日本で本格的にコンプライアンスという用語が
意識され始めてから、20年以上経つでしょうか。
コンプライアンス違反による社会的制裁や批判が
大きく取り沙汰されるようになったのも、平成時
代になってからではないかと認識しています。
　法令等を守るという世界に、コンプライアンス
という枠組みが何か外面的に出現し、その枠組み
を意識しながら事業運営を行う、言い換えれば、
いかにコンプライアンスを企業風土として醸成さ
せるかについて、苦心・工夫を重ねてきたのが平
成時代であったといえるのではないでしょうか。
　しかしその一方で、いまだに一部の企業で、経
営者らによるコンプライアンス違反の報道が後を
絶たず、コンプライアンス違反をした企業が、そ
れを要因として倒産に至るという事案も発生して
いるという現実があります。
　平成時代に社会人になった若手・中堅職員は、

コンプライアンス・マインドが醸成されるのとと
もに成長してきた人たちであり、本年 ４月に誕生
した平成最後の新社会人を加えて、この ５月から
始まった「令和」という新しい時代を築いていく
人たちです。
　「令」という文字には「おきて」とか「お達し」
という意味が、また「和」の文字には「やわらげ
る」とか「あえる」という意味が含まれていると
いわれていることから、「令和」とは法令・規範
等との調和とも読むことができると感じています。
　そういう意味からも、若手を含めた個々の職員
に対するこれからのコンプライアンス教育におい
ては、外面的にコンプライアンスに合わせていく
ということから一歩進んで、職員個々のコンプラ
イアンスに対する考え方や姿勢等の成熟度を見極
めながら、日々変化する社会情勢や時代に応じて、
内面からのコンプライアンスにもとづいた営業姿
勢を育てていくような指導がより求められるとと
もに、融資審査等においても、定性的な部分とし
て取引先のコンプライアンス態勢をみていくこと
の重要性が一層増してくるものと考えています。

安東克正
中国銀行
川之江支店 支店長


